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    第一章


    
      1神かみの僕しもべまたイエス・キリストの使徒しとパウロ――我わが使徒しととなれるは、永遠とこしへの生命いのちの望のぞみに基もとづきて神かみの選民せんみんの信仰しんかうを堅かたうし、また彼かれらを敬虔けいけんにかなふ眞理しんりを知しる知識ちしきに至いたらしめん爲ためなり。 2僞いつはりなき神かみは、創世さうせいの前まへに、この生命いのちを約束やくそくし給たまひしが、 3時ときいたりて御言みことばを宣教せんけうにて顯あらはさんとし、その宣教せんけうを我われらの救主すくひぬしたる神かみの命令めいれいをもて我われに委ゆだねたまへり。―― 4われ書ふみを同おなじ信仰しんかうによりて我わが眞實しんじつの子こたるテトスに贈おくる。願ねがはくは父ちちなる神かみおよび我われらの救主すくひぬしキリスト・イエスより賜たまふ恩惠めぐみと平安へいあんと、汝なんぢにあらんことを。
    


    
      5わが汝なんぢをクレテに遣つかはし置おきたる故ゆゑは、汝なんぢをして缺かけたる所ところを正ただし、且かつわが命めいぜしごとく町々まちまちに長老ちゃうらうを立たてしめん爲ためなり。 6長老ちゃうらうは責せむべき所ところなく、一人ひとりの女をんなの夫をっとにして、子女こどももまた放蕩はうたうをもて訴うったへらるる事ことなく、服從ふくじゅうせぬことなき信者しんじゃたるべきなり。 7それ監督かんとくは神かみの家いへ司つかさなれば、責せむべき所ところなく、放縱ほしいままならず、輕々かるがるしく怒いからず、酒さけを嗜たしまず、人ひとを打うたず、恥はづべき利りを取とらず、 8反かへつて旅人たびびとを懇ねんごろに待あしらひ、善ぜんを愛あいし、謹愼つつしみあり、正ただしく潔きよく節制せつせいにして、 9教をしへに適かなふ信しんずべき言ことばを守まもる者ものたるべし。これ健全けんぜんなる教をしへをもて人ひとを勸すすめ、かつ言いひ逆さからふ者ものを言いひ伏ふすることを得えんためなり。
    


    
      10服從ふくじゅうせず、虚むなしき事ことをかたり、人ひとの心こころを惑まどはす者ものおほし、殊ことに割禮かつれいある者もののうちに多おほし。 11彼かれらの口くちを箝ふさがしむべし、彼かれらは恥はづべき利りを得えんために、教をしふまじき事ことを教をしへて全家ぜんかを覆くつがへすなり。 12クレテ人びとの中うちなる或あるる預言者よげんしゃいふ

      
        『クレテ人びとは常つねに虚僞いつはりをいふ者もの、

        あしき獸けもの、また懶惰らんだの腹はらなり』
      
13この證あかしは眞まことなり。されば汝なんぢきびしく彼かれらを責せめよ、 14彼かれらがユダヤ人びとの昔話むかしばなしと眞理しんりを棄すてたる人ひとの誡命いましめとに心こころを寄よすることなく、信仰しんかうを健全けんぜんにせん爲ためなり。 15潔きよき人ひとには凡すべての物ものきよく、汚けがれたる人ひとと不ふ信者しんじゃとには一ひとつとして潔きよき物ものなし、彼かれらは既すでに心こころも良心りゃうしんも汚けがれたり。 16みづから神かみを知しると言いひあらはせど、其その行爲おこなひにては神かみを否いなむ。彼かれらは憎にくむべきもの、服したがはぬ者もの、すべての善よき業わざに就つきて棄すてられたる者ものなり。
    

  


  


  
    第二章


    
      1されど汝なんぢは健全けんぜんなる教をしへに適かなふことを語かたれ。 2老人らうじんには自みづから制せいすることと謹嚴きんげんと謹愼つつしみとを勸すすめ、また信仰しんかうと愛あいと忍耐にんたいとに健全けんぜんならんことを勸すすめよ。 3老おいたる女をんなにも同おなじく、清潔きよきにかなふ行爲おこなひをなし、人ひとを謗そしらず、大酒たいしゅの奴隷どれいとならず、善よき事ことを教をしふる者ものとならんことを勸すすめよ。 4かつ彼かれ等らをして若わかき女をんなに夫をっとを愛あいし、子こを愛あいし、 5謹愼つつしみと貞操みさをとを守まもり、家いへの務つとめをなし、仁慈なさけをもち、己おのが夫をっとに服したがはんことを教をしへしめよ。これ神かみの言ことばの汚けがされざらん爲ためなり。 6若わかき人ひとにも同おなじく謹愼つつしみを勸すすめ、 7なんぢ自みづから凡すべての事ことにつきて善よき業わざの模範もはんを示しめせ。教をしへをなすには邪曲よこしまなきことと謹嚴きんげんと、 8責せむべき所ところなき健全けんぜんなる言ことばとを以もってすべし。これ逆さからふ者ものをして我われらの惡あくを言いふに由よしなく、自みづから恥はづる所ところあらしめん爲ためなり。 9奴隷どれいには己おのが主人しゅじんに服したがひ、凡すべての事ことにおいて之これを喜よろこばせ、之これに言いひ逆さからはず、 10物ものを盜ぬすまず、反かへつて全まったき忠信ちゅうしんを顯あらはすべきことを勸すすめよ。これ凡すべての事ことにおいて我われらの救主すくひぬしなる神かみの教をしへを飾かざらん爲ためなり。 11凡すべての人ひとに救すくひを得えさする神かみの恩惠めぐみは既すでに顯あらはれて、 12不ふ敬虔けいけんと世よの慾よくとを棄すてて謹愼つつしみと正義ただしきと敬虔けいけんとをもて此この世よを過すごし、 13幸福さいはひなる望のぞみ、すなはち大おほいなる神かみ、われらの救主すくひぬしイエス・キリストの榮光えいくわうの顯現あらはれを待まつべきを我われらに教をしふ。 14キリストは我等われらのために己おのれを與あたへたまへり。是これわれらを諸般もろもろの不法ふはふより贖あがなひ出いだして、善よき業わざに熱心ねっしんなる特選とくせんの民たみを己おのがために潔きよめんとてなり。
    


    
      15なんぢ全まったき權威けんゐをもて此これ等らのことを語かたり、勸すすめ、また責せめよ。なんぢ人ひとに輕かろんぜらるな。
    

  


  


  
    第三章


    
      1汝なんぢかれらに司つかさと權威けんゐある者ものとに服ふくし、かつ從したがひ、凡すべての善よき業わざをおこなふ備そなへをなし、 2人ひとを謗そしらず、爭あらそはず、寛容くわんようにし、常つねに柔和にうわを凡すべての人ひとに顯あらはすべきことを思おもひ出いださせよ。 3我われらも前さきには愚おろかなるもの、順したがはぬもの、迷まよへる者もの、さまざまの慾よくと快樂けらくとに事つかふるもの、惡意あくいと嫉妬ねたみとをもて過すごすもの、憎にくむべき者もの、また互たがひに憎にくみ合あふ者ものなりき。 4されど我われらの救主すくひぬしなる神かみの仁慈なさけと、人ひとを愛あいしたまふ愛あいとの顯あらはれしとき、 5 3:6我われらの行おこなひし義ぎの業わざにはよらで、唯ただその憐憫あはれみにより、更生うまれかはりの洗あらひと、我われらの救主すくひぬしイエス・キリストをもて豐ゆたかに注そそぎたまふ聖せい靈れいによる維新ゐしんとにて、我われらを救すくひ給たまへり。 7これ我われらが其その恩惠めぐみによりて義ぎとせられ、永遠とこしへの生命いのちの望のぞみにしたがひて世嗣よつぎとならん爲ためなり。 8この言ことばは信しんずべきなれば、我われなんぢが此これ等らにつきて確證かくしょうせんことを欲ほっす。神かみを信しんじたる者ものをして愼つつしみて善よき業わざを務つとめしめん爲ためなり。かくするは善よき事ことにして人ひとに益えきあり。 9されど愚おろかなる議論ぎろん・系圖けいづ・爭鬪さうとう、また律法おきてに就つきての分爭あらそひを避さけよ。これらは益えきなくして空むなしきものなり。 10異端いたんの者ものをば一度ひとたびもしくは二度ふたたび、訓戒くんかいして後のちこれを棄すてよ。 11かかる者ものは汝なんぢの知しるごとく、邪曲よこしまにして自みづから罪つみを認みとめつつ尚なほこれを犯をかすなり。
    


    
      12我われアルテマス或あるひはテキコを汝なんぢに遣つかはさん、その時ときなんぢ急いそぎてニコポリなる我わがもとに來きたれ。われ彼處かしこにて冬ふゆを過すごさんと定さだめたり。 13教法師けうほふしゼナス及およびアポロを懇ねんごろに送おくりて、乏ともしき事ことなからしめよ。 14かくて我われらの伴侶ともがらも善よき業わざを務つとめて必要ひつえうを資たすけんことを學まなぶべし、これ果みを結むすばぬ事ことなからん爲ためなり。
    


    
      15我われと偕ともに居をる者ものみな汝なんぢに安否あんぴを問とふ。信仰しんかうに在ありて我われらを愛あいする者ものに安否あんぴを問とへ。
    


    
      願ねがはくは御惠みめぐみ、なんぢら凡すべての者ものと偕ともにあらん事ことを。
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